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提
案
理
由
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し
て
、
お
詫
び
と
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
本
市
の
公
共
施
設
で
発
生
し
た
火
災
に
つ
き
ま
し
て
、
去
る
十
月
二
十
二
日
、
市
庁
舎
九
階
に

お
い
て
、
ま
た
、
二
十
四
日
、
植
木
火
葬
場
に
お
い
て
相
次
い
で
火
災
が
発
生
し
、
市
民
の
皆
様
や
関
係

者
の
方
々
に
、
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
庁
舎
火
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
十
二
月
の
火
災
発
生
後
、
設
備
の
点
検
等
を
実
施
す
る
な
ど
、

再
発
防
止
に
努
め
て
き
た
中
、
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
件
を
受
け
て
、
市
庁
舎
の
み
な
ら
ず
、
他
の
公
用
・
公
共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、
電
気
設

備
等
の
再
点
検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
二
度
と
火
災
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
継
続
的
な
防

止
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
二
点
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
九
月
二
十
八
日
か
ら
十
月
四
日
に
か
け
て
出
張
い
た
し
ま
し
た
、
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

市
等
の
訪
問
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 
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本
年
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
と
の
友
好
都
市
締
結
二
十
五
周
年
の
記
念
の
年
に
あ
た
る
事
か
ら
、
エ

ッ
カ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ル
ツ
ナ
ー 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
長
か
ら
の
招
聘
に
応
じ
て
、
澤
田
昌
作
市
議
会
議
長

を
は
じ
め
、
市
議
会
か
ら
も
同
行
い
た
だ
き
、
同
市
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

現
地
で
は
、
ま
ず
、
熊
本
地
震
に
対
す
る
支
援
へ
の
お
礼
を
お
伝
え
し
、
両
市
の
絆
の
再
確
認
と
今
後

の
両
市
交
流
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
訪
問
に
併
せ
ま
し
て
、
ド
イ
ツ
水
泳
連
盟
の
ガ
ー
ビ
ー
・
デ
リ
ー
ス
会
長
と
お
会
い
し
、

二
千
二
十
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
際
し
、
ド
イ
ツ
水
泳
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
本

市
で
の
直
前
合
宿
に
関
す
る
正
式
合
意
に
至
り
、
本
市
で
の
キ
ャ
ン
プ
実
施
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

今
回
の
出
張
で
は
、
今
後
の
姉
妹
都
市
交
流
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
、
ま
ち
づ
く
り
や
政
策
面

で
の
連
携
・
協
力
に
向
け
て
の
政
策
協
議
や
視
察
を
行
え
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
そ
の
貴
重
な
経
験

を
踏
ま
え
、
各
都
市
と
の
学
び
合
い
や
連
携
事
業
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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次
に
、
一
昨
日
の
二
十
日
に
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
地
方
自
治
法
施

行
七
十
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る
団
体
表
彰
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

本
年
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
に
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
七
十
周
年
に
当
た
る
大
き
な
節
目

の
年
で
あ
り
、
地
方
自
治
の
意
義
と
重
要
性
と
を
再
認
識
し
、
各
地
方
公
共
団
体
の
一
層
の
発
展
と
地
方

自
治
の
伸
展
を
期
す
る
た
め
、
総
務
省
主
催
に
よ
り
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
臨
席
の
も
と
記
念
式
典
が
挙

行
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
地
方
自
治
に
関
す
る
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
表
彰
式
の
中
で
、
本
市
は
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
優
れ
た
施
策
を
実
施
し
、
地
方
自
治
の

充
実
発
展
に
寄
与
し
た
団
体
と
し
て
、
地
方
自
治
功
労
者
へ
の
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
と
な
り
、

被
表
彰
団
体
で
あ
る
全
国
の
二
百
四
十
五
団
体
の
代
表
と
し
て
、
私
が
野
田
聖
子
総
務
大
臣
よ
り
直
接
表

彰
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
受
賞
で
き
ま
し
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
本
市
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
熊
本
都
市
圏
、
さ
ら
に

は
熊
本
県
の
県
都
と
し
て
、
地
域
を
牽
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
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考
え
て
お
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
熊
本
市
議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
熊
本
市
政
発
展
に
対
す
る

熱
意
と
た
ゆ
み
な
い
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
皆
様
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
今
後
も
「
誰
も
が
憧
れ
る
上
質
な
生
活
都
市
く
ま

も
と
」
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
説
明
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、
市
の
「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
復
興
基
金
」
を
活
用
し
た
被
災
者
支
援
等

に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
熊
本
城
の
復
旧
に
係
る
経
費
、
条
例
議
案
と
し
て
提
案
し
て
お
り
ま
す
「
熊
本

市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
等
に
伴
い
増
加
し
ま
す
職
員
給
与
等
、
緊
急
に

対
応
が
必
要
な
も
の
や
今
後
の
業
務
推
進
上
や
む
を
得
な
い
も
の
、
ま
た
、
来
年
度
当
初
か
ら
業
務
を
開

始
す
る
こ
と
と
な
る
施
設
の
維
持
管
理
経
費
等
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に
入
札
等
の
契
約
事
務
を
実
施
す

る
た
め
の
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 
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ま
ず
、
補
正
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
一
般
会
計
に
お
い
て
六
十
五
億
七
千
六
百

九
十
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
四
千
百
億
七
千
九
百
二
十
二
万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
十
億
六

千
二
百
三
十
四
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
二
千
二
百
三
十
五
億
七
千
三
百
九
十
一
万
円
、
企
業
会

計
に
お
い
て
一
億
千
七
百
六
十
四
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
七
百
三
十
二
億
二
千
三
百
二
十
二
万

円
と
な
り
、
合
計
で
は
補
正
額
七
十
七
億
五
千
六
百
八
十
八
万
円
、
補
正
後
の
予
算
額
は
七
千
六
十
八
億

七
千
六
百
三
十
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

補
正
後
の
予
算
を
前
年
同
期
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は
〇
・
三
％
の
減
、
特
別
会
計
で

は
〇
・
三
％
の
減
、
企
業
会
計
で
は
二
十
・
九
％
の
減
と
な
り
、
全
体
の
合
計
額
で
は
二
・
九
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

主
な
内
容
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
関
連
の
補
正
予
算
で
す
が
、
今

回
の
補
正
予
算
案
で
は
、
市
の
復
興
基
金
を
活
用
し
た
被
災
者
支
援
等
に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
熊
本
城

の
復
旧
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上
し
て
お
り
、
合
計
で
四
十
一
億
七
千
六
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
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す
。 ま

ず
、
県
か
ら
本
市
に
枠
配
分
さ
れ
ま
し
た
復
興
基
金
に
つ
き
ま
し
て
、
後
ほ
ど
御
説
明
い
た
し
ま
す

が
、
今
定
例
会
で
新
た
に
基
金
条
例
を
制
定
す
る
と
と
と
も
に
、
当
該
基
金
を
活
用
し
た
早
急
な
対
応
が

必
要
な
被
災
者
支
援
等
に
要
す
る
経
費
と
い
た
し
ま
し
て
、
仮
設
住
宅
等
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
に
提
供

す
る
市
営
住
宅
の
修
繕
経
費
の
ほ
か
、
被
災
し
た
町
屋
の
復
旧
保
存
に
対
す
る
助
成
経
費
及
び
震
災
に
伴

う
下
水
道
事
業
計
画
区
域
内
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
取
替
え
等
に
対
す
る
助
成
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。 次

に
、
熊
本
城
の
復
旧
に
関
連
す
る
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
し
た.

熊
本
城
大
天
守
の
石
垣
復
旧

及
び
小
天
守
の
石
垣
解
体
経
費
の
ほ
か
、
仮
設
見
学
通
路
に
係
る
調
査
設
計
経
費
の
債
務
負
担
行
為
等
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
廃
止
し
た
秋
津
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に
建
設
い
た
し
ま
す
災
害
公
営
住
宅
の
調
査
・
設
計
に

係
る
経
費
や
、
県
か
ら
市
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
復
興
基
金
の
積
立
金
、
本
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
防
災
・
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地
域
情
報
等
の
発
信
及
び
広
報
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
熊
本
地
震
関
連
以
外
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
部
門
別
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
ず
、
総
務
部
門
で
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
改
修
経

費
や
、
旧
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
会
館
の
貸
借
に
向
け
た
電
気
設
備
改
修
に
係
る
調
査
設
計
経
費
の
ほ
か
、
市

役
所
駐
車
場
管
理
業
務
委
託
等
の
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
市
民
部
門
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
た
広
報

業
務
委
託
等
の
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
健
康
福
祉
部
門
で
は
、
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に
係
る
給
付
費
単
価
改
定
に
伴
う
保
育
所
等
へ

の
施
設
型
給
付
費
の
増
加
経
費
や
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
包
括
的
支
援
の
委
託
事
業
に
係
る
債
務
負
担

行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
環
境
部
門
で
は
、
民
間
委
託
し
て
お
り
ま
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
収
集
運
搬
業
務
等
の

債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 
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次
に
、
農
水
部
門
で
は
、
天
明
漁
港
の
物
揚
場
等
整
備
の
早
期
着
工
に
係
る
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
経
済
観
光
部
門
で
は
、
特
別
会
計
の
競
輪
事
業
会
計
に
お
い
て
、
車
券
の
売
上
増
に
伴
う
的
中

車
券
払
戻
金
等
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
経
費
等
や
、
火
の
国
ま
つ
り
、
お
城
ま
つ
り
の
開
催
に
係
る

負
担
金
の
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
都
市
建
設
部
門
で
は
、
北
熊
本
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
経
費
の
う
ち
、
民
間
委

託
分
に
係
る
経
費
の
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
教
育
部
門
で
は
、
学
級
数
の
増
加
に
伴
う
小
中
学
校
の
教
室
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
仮
設
校

舎
借
上
料
等
の
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
企
業
会
計
で
は
、
交
通
事
業
会
計
に
お
き
ま
し
て
、
電
停
改
良
の
た
め
の
架
線
張
替
工
事
に

係
る
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
が
、
補
正
予
算
の
歳
出
の
説
明
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
賄
う
財
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出
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に
見
合
う
国
・
県
支
出
金
や
市
債
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
計
上
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
般
財
源
と
し
て

繰
越
金
等
を
充
当
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
条
例
等
の
議
案
で
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、
ま
ず
、「
熊
本
市
平
成

二
十
八
年
熊
本
地
震
復
興
基
金
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
興
を
図
る
た
め
の
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
復
興
基
金
を
設
置
す
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
「
熊
本
市
大
規
模
盛
土
造
成
地
滑
動
崩
落
防
止
施
設
の
保
全
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
造
成
宅
地
に
お
け
る
耐
震

化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
本
市
が
設
置
す
る
滑
動
崩
落
防
止
施
設
の
保
全
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
滑
動
崩
落
防
止
施
設
の
損
傷
、
損
壊
等
を
防
止
し
、
も
っ
て
被
災
宅
地
に
お
け
る
住
民
の

安
全
及
び
安
心
の
確
保
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
末
尾
に
簡
単
な
理
由
を
付
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
説
明
を
省
か
せ



－１０－ 

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
が
、
何
と
ぞ
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 


